
◎今後予定のイベント
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　平日も開館しています！読みたい本がありましたらリクエ　
ストもできますのでご利用ください。５月１５日（土）には、
和紙の里文化フェスティバルで、「図書館の雑誌プレゼント」
を開催します。ぜひお越しください。

　～ 今月のおすすめ図書 ～
「アントキノイノチ」  

　　  さだ まさし 著  幻 冬 舎 

　杏平は、ある同級生の悪意がもとで

こころを壊し、高校を中退する。現在

２１歳、父の勧めで遺品整理の会社で

働き始める。父や会社の人達、仏様や

依頼主、居酒屋のゆきちゃん…。

　周囲の人々の温かさの中で、彼の心

は少しずつ自分を取り戻していく。

　生きることの重さ、生命の大切に胸

が熱くなる一冊です。
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・遊芸窯展示即売会
 　　５月１日（土）～４日（火・祝）

・和紙の里文化フェスティバル
 　　５月１５日（土）～１６日（日）

・版画フォーラム２０１０
 　　６月１９日（土）～２７日（日）

・ウチョウ蘭展
 　　６月１９日（土）～２０日（日）
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